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先ず「タッソー」の根本的なテーマは何であるかを，彼の内面的分裂（心中における葛藤）ナ

外面的分裂1）（外界二官廷社会との対立関係），及び，これらに基づく彼の諸性格をめぐって

解明するo次に戯曲において，これがどのよゲこ展開されているかを，事件の核心において眺

める。最後にタッソーの救済をめぐる問題に対してこの戯曲自体より解答を求めた後，これま

での諸説を考察したい。

IPr010g”TasS0・‘の根本テーマ－タ，yソーの人間像の確立

ゲーテは1827年5月3日エッカーマンに次のように語った。

「アンペールは大変巧妙に説明した。私のヴアイマールの官廷生活の最初の10年間は，殆ん

ど何もしなかつたも同然であった，絶望が私をイタリアへと追いやった，その地で私は創作に

対する新たな欲求をもってタッソーの歴史をとらえたが，それはこの適当な材料を取り扱うこ

とによって，未だに残っているヴアイマールの印象や追憶による苦痛や重荷から開放されるた

めであった，とoそこで彼は『タッソー』を『高められたヴエルチル』（dergesteigerte

”Werther“）と名づけているのは全く適切だ。」

では一体「ヴェルテル」のテーマや彼の性格はいかなるものであったのか。この場合，タヅ

ソーとヴエルテル，又ゲーテと最も深い血縁関係を持っているファウストとは根本的に同一の

素姓を持ってし’、ることが容易に理解される。この特質を一言で述べれば”Selbstigkeit“（自己主

義，“Selbstsucht“4利己主義≫ではなく‥，Selbstbesessenheit“4自己に憑かれること≫），或

いは，，，Titanismus“（巨人主義）と言えよう。ファウストは次のように決意している。「この己

の霊で人間の最上のもの深甚のものを捉えて，歓喜をも苦痛をも此胸の中に積んで，此自身を

即人生になるまで拡大して，遂にはその人生というものと同じく，滅んで見よう。」（1772乱）

ヴェルテルは苦悩，悲嘆，歓喜等のあらゆる感情の世界を激しく遍歴するので，グンドルフに

従って「感情の巨人」と名づけることができる。戯曲「タッソー」′は，感情の巨人「ヴェルチ

ル」と努力の巨人「ファウスト」の間にあって若きゲーテから中年以後のゲーテへの転機を示

す重要な記念碑となっている。

§1・TaSSOの内面的分裂

彼のSelbstigkeit（自己主義）をみるため，彼の心をのぞいてみよう0すると直ちに我々は

かの痛ましいDOppelheit（二重性）をみることができる。ファウストは次のように叫んでい

る。「ああ。己の胸に二つの霊が住んでいる。その一つが外の一つから離れようとしている。

1） R.Friedenthal； Goethe S. 344.

，，Streit mit der Umwelt， Streit des Genies mit sich selbst， Gefahr， dabei zugrunde zu gehen：

das ist der Ausgangspunkt・“ （環境との闘争，天才の自己自身との闘争，その際破滅する危険，こ

れが出発点である）



6る  小 林 睡 結  

一つは荒々しい愛惜の情を以て，章魚の足めいた頼み附く道具で，下界に域み附いている。今  

一つは無理に塵を離れて，高い霊どもの世界に登ろうとしている。」（1112乱）更に，彼は「天  

の一番美しい星を取ろうしているかと思えば，地の→番深い楽しみをも極めようとしている。」  

（304f．）これは一つの魂による現実音走と他の魂による現実否定との葛藤である。前者は人間  

の獣性の要求であり，後者は人間の神性の要求である。この状況は「ヴェルテル」にも見出さ  

れるが，省略する2）。「クッソー」では次の二文がこの分裂を表現している。   

「ある時は全世界を胸に宿しているかのごとく，自分の世界では自分だけで十分だといわん  

ばかりに，自己の中へ没入してしまいます。すると周囲の一切は彼の頭から消え去ります。一  

切を往くにまかせ，一切を落ちるにまかせ一切を排除して自己の中に休らいます。と思うと急  

に人しれぬ火花が地雷火に点火するごとく，喜びにせよ悲しみにせよ怒りにせよまたは気まぐ  

れにせよすさまじく爆発するのです。そうなるとすべてを掴みすべてを保とうとします。思い  

ついた限りのことを何でも実行しようとします。」（2118乱）   

ここではタヅソーの内面が，自己集中と自己を外部に拡散する行為との中に，精神的平静と  

その対極としての激しい情熱との中に表現されている。．彼自ら情熱に対する痛ましい関係を次  

のように語っている。   

「これこそこの世で私を幸福にしうる唯一の感情ですし，また私をこれ程みじめにした唯一  

の感情なのです。私ほこれに抵抗して，心の中からこれを放逐しようとしたために，こんなこ  

とになったのです。この情熱を私は征服するつもりでした。自分の最も内奥の実在（Mein  

eignes Selbst）と戦いに戦った末，完全にあなたの心を捉えていた私自身の自我を向うみずに  

打ちこわしてしまったのです。」（3257fF．）   

この告白はタヅソーとヴェルテルの性格がいかに類似しているかを如実に示している。情熱  

が破壊される際，即ち絶対的な自我主義が現実の前で挫折せしめられる際に両者の問に明瞭な  

差異が認められる。ヴェルテルは自殺しその情熱が勝利を得るのに反して，タヅソーはその悲  

劇的状態を認識せねばならないのである。ここに「クツソー」が「高められたヴェルテ／レ」と  

言われる一根拠がある。   

又詩人としての誇りと他方英雄で代奏される実際的で社会に直接役立つ人間に対する無力  

感，この分裂も戯曲全篇を流れる重要なテーマである。我々ほ彼等の「生」を人間存在の基底  

に横たわっている，以上のような内面分裂を絶えずaufheben（止揚）し調和に導こうとする  

努力だと言えよう。この調和はタヅソ一にあっては，行動，自己以外の世界との関係，諦念等  

を通じて達成されなかったことほ，今後みる通りである。ここでクッソーはヴェルテルやファ  

ウストと共通の地盤に立つ内面分裂状態にあると結論できよう。  

§2．Tassoの外面的分裂   

ゲpテは「タヅソー」の本来の意味を”Disproportion desTalents mit dern Leben“3）（才  

能ある老の生活との不均衡）と述べた。ヴェルテルも又彼の純粋で鋭敏な魂故に，周囲の平板  

で型にはまった世界と協調を望まず，自己をクツソー以上に強如こ社会と対立させているが，  

2）”Die Leiden des jungenWerther“（ハンブルク版）（以下”Werther“と略称）S・28－29 6日21   

日付「ぼくは，自己を拡張し，新しい発見をなし，さまよいまわろうとする人間内部の欲求につい   

てさまざまに考えてみた。それから文書んで制約に服し，慣習の軌道を進み，‘左も右も顧みようと   

しない内的衝動についてもいろいろ考えてみた」  
3）Caroline Herder anihren Mann，20．Mまr2：1789．   
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これは省略する4）。   

タッソpの住んでいる世界ほFerrara，Weimar的な宮廷社会である。この君主Alfons  

公が実在のWeimarのKarlAugust公より立派に描かれているし5），他の登場人物も宮廷  

もそれぞれモデルを持ちながらも，それ等が理想化され，典型的な姿に措かれたものとみてよ  

いであろう。ゲーテの最も秀れた芸術作品の一つ，「タッソr」は丁度Quintett（五重奏曲）  

のように，5人の登場人物がこの上なく美しい声色を発しつつ、格調高く展開されていく。こ  

の中で特にLeonore von Esteという Prinzessin（公女）とAntonioという大臣がタヅソ  

一にとって重要な意味を持つ。他のHerzog（公爵），LeonoreSanvitaleという伯爵夫人は  

いわば社会一般を示す中性的存在となっている。   

公女ほクッソーが心から語ることのできる唯一の女友達で，恋愛の対象でもある。この恋愛  

が第1主題となり，タッソーのアソトニオに対する関係が第2主題となって交互に展開されて  

いく6）。公女もタヅソーも人生の荒波から遠い岸辺に身を置き，汚れなき純粋な魂7）の持主で  

あることほ共通しているが，タヅソーがデモーニッソユな，公女はアポロニッシュな魂を持っ  

ている点が，異なっている。簡潔に表現されたクツソーの行動原凰”Erlaubti鴎 WaS  

gefallt．”（「好きなことは何をしてもよい。」）S）に対して，公女は”Erlaubtist，WaS Sich  

ziemt“（ふさわしいことなら何をしてもよい。」）という7ソティテpゼをたてる。彼の未熟な  

主観主義に対して，彼女はより高次の客観的モラルをたてる。彼が宮廷において，ただ自己の  

／ 主観的真理，内廟的倫理感にゐみ従い，客観的な規範を殆んど無視しているということが最も 
根本的で重要な出発点である。クツソーと公女との関係をレオノーレほ次のように表現してい  

る。   

「あの立派な人物に対する公女様の御愛情は，他の色々なお好みと同様なのだから。それは  

静かな月光のように，旅人のゆく夜道をわずかに照らすだけで，暖味を与えることも，歓楽や  

生の喜びをあたりに注ぎかけることもない。」（1955軋）   

澄んだ月光の如き公女の愛情をタヅソーの芸術と置き換えると，人間クッソーとその詩作と  

の関係が否定的な側面で暗くうつし出される。にも拘わらず，公女はクッソ一にとってあらゆ  

る徳と美の典型であり，彼をMassigung（節度）とEntbehrung（自制）へ導く”das Ewig－  

Weibliche“「永遠に女性的なもの」（Faust12110）である。  

4）”Werther‘‘S．16．Am26．Mai・S・47・Am12，August・  
5）E．Ludwig：”Goethe“S・224・  
”NichteineneinzigenZugvonCarlAugustsBildnistragt der Herzog von Ferrara・denn   
AlfonsistAeissigundgleichm去SSigreifundheiter・W良nnwarso CarlAugust？り  
6）1781年に書き上げられた”Ur－Tasso“は恋愛のテーマしか扱わなかったと云われる0 このドラ   

マでもこれは最初と2幕1場に現われるが，その後5幕4場までほ表面に出ない○ 歴史上のタッソーの   
恋愛事件は仮説に過ぎないとR．Friedは述べている。叉実在のクツソーほ宗教裁判に対する不安に   

最も悩んだが，ドラマの主人公は詩人としての存在意義に常に懐疑を抱く点に重大な相異が見られ   

る。  
7）A．Schweitzer：”Goethe，VierReden“S・86「人間性の二つの根本的な理想はゲーテにとってほ   

純粋と親切であります。純粋の理想をあらわした作品が≪イフィゲーニェ≫と≪タッソ・－≫であり   

ます。」  
8）E．Staiger：”Goethe“S．412リ，Inseinem＜gAminta2＞hatte Tasso das goldene Alter，die   
Freiheitder Sitten gepriesenundmitdenWortenerklartく‡S，eipiace，eiliceB＞－WaS gefa11t，   
ist erlaubt．り   
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詩人クツソーと対照的存在であるアソトニオは，現実的，政治的人間の代表者である。  

Bielschowskyの如く彼にただ敬滑で世俗的な而だけをみるのは，ゲーテの意図を全く誤解す  

るものであろうが，これは後で触れる。   

フ7，ウストほ聖書を独訳しようとして，この世界の根源的原理として，Wort（語），Sinn  

（意），Kraft（力）でほなく，Tat（業）を置いた9）。アントニかはゲーテが常に力説してい  

るこのTatigkeit（活動）の一典型で，ゲ，テの半身である。しかしこの賢明な外交官にも欠  

点ほある。タッソーの持っているもの，詩才やGrazie（優美）が欠けている。その態度は，  

rauh（粗野）であるが，礼節ほわきまえているのでroh（野卑）10）ではない。彼は第1幕4  

場で登場するや，クツソーの月桂冠に嫉妬することによって，人間的弱点を暴露している。こ  

の妖妬心がクッソーを破局へ追いやる二つの事件の中の一つを惹起する直接の原因となるが，  

これは後で触れる。   

タッソーは当時の宮廷制度に疑問を抱き，支配階級に憤憶の吉葉を投げつける。   

「権力者，智慧者には一切が似つかわしく，彼等がどんなことでも平気で行うのほ，我々の  

見る通りではありませんか。」（1011ff．）「不正不義をはたらく棒力老への嫌悪がおれにはあ  

ます所なく感じられるのだ。」（3308且）   

彼者ほWahnsinn（妄想）の衣裳をまとってほいる。しかし，これ等の言葉はクツソ・一・  

ゲーテが内心深く抱いていた宮廷に対する怒りが爆発したものと言えるのではなかろうか。  

§3 Tassoの性格   

我々はこれまで「クッソー」の提起する問題を，彼の内面的及び外面的分裂をめぐって考察  

してきた。つまり彼の心は詩と生，理想と現実，本能と理性等の二律排反に苦しんでいる。内  

面的に調和が失われているので，「外」即ち彼の現実社会＝宮廷の諸人物とも正常な調和関係  

に入ることができない，と説明することができるのでほなかろうか。   

ここで「内」と「外」とは微妙な概念である。「外」を認識することほ「内」＝自己自身を  

認識することではなかろうか。例えば，クツソーの公女に対する愛情を「外」面的問題として  

扱ったが，これは「内」の問題でもあり得る，というのは，彼が愛情への内面的欲求を感じて  

いなければ，いかに公女が美と節度の典型であっても，クツソ一にとって何の意味を持ち得た  

であろうか。「内」と「外」との関係を次のように公式化することが許されよう。  

（1）我々の内面的問題は外面的問題に先行する。  

（2）我々は「外」を識れば識る程，我々白身の内をより明瞭に識ることができる。  

（3）我々の内面の調和が外面との調和を導く。   

これから考察するタッソーの性格は，今までにみた彼の内面的，外面的分裂のあらわれだ  

と考えることもできよう。この辺の正確な事情は性格学，病跡学11）等心理学の援用が必要であ  

ろうが，ここでは深く触れない。   

我々は彼を先ずSelbstigkeit（自己主義）の人間と名づけた。これは又「内向型」というこ  

9）”Faust“Ⅰ・1236「はあ。霊の助けだ。不意に思い附いて安心して，こう書く『初めに業ありき』。」  

10）E．Staiger：”Goethe“S．402．  

11）これについてほ千谷七郎：「漱石の病跡」が興味深い。氏はゲ⊥テの病跡を完成すればゲーテが   

本当に分るだろうと述べている。更に「ゲーテは此処当分の間はドイツ人には判らないで，日本人   

にして始めて判る人なのかも知れない。」（S・259）とさえ述べ，我々他国人にも豊かな収穫がもたら   

されるかも知れない一つの文学研究法を自信を以って示唆している。   
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とができる。   

Alfons・お前は何を考えても何を行っても結局は必ずお前自身の中へ深く落ちこんでしまう  

のだな。我々の周囲には運命の掘った深淵がいくつもいくつも控えている。が，この我々の胸  

の中にあるのが最も深い淵だ。（3072仔．）   

Tasso昼も夜も胸のうちに動いてやまぬこの衝動を私は押しとどめることができません。  

（3079f．）   

彼の最大の願望はファウストの言葉を借りれば”dassich erkenne，WaSdieWeltimInn－  

ersten zusammenhalt“（382f・）「この世界を奥の奥で総べているものを認識」することにある。   

「あの男の精神は万物の窮極を把握しようとしますが，それは何首万中の1人にすらめった  

にできないことです。それにあの男はそんな柄ではありません。結局は何の発展もなく再び自  

己の中へ落込んでしまうのです。」（2135鼠）   

「内」と「外」の分裂に悩み，常にこの非人間的試みに挫折する痛ましい人間の心には容易  

にかのSorge（憂愁）12）が忍びこむ。彼のFaust的デモpニッシュな性質は”dasUnm6g・  

1iche von sich fordert“（2133）「不可能を自己に要求する」という言葉や次の告白によく  

現われている。   

「しかしひたすら仕事にはげみうる時，私ほ健康なのでございます。それゆえ勤勉が私を再  

び健康にしてくれます。殿様ももう長い間私という老をごらんになっておられますが，私はの  

んきなぜいたくな暮らしをしていますと調子が悪くなります。私に最も安息を与えてくれない  

ものは安息なのでございます。」（3063且）   

これはファウストの「己は当もなく休まずに生きている人非人だ。例えば好き好んで烈しく  

谷底へ落ちようと岩から岩を伝って下る滝の水の様なものだ。」（3349軋）と殆んど同じ位の  

強烈な意志と迫力を感じさせる。ただタッソーがここでFleiss（勤勉）というのは，専ら創  

作に向けられていることは注意せねばならぬ。常に自己自身に不満足であることは，確かに発  

展と向上への契機となるものではあるが，SorgeとAngstがその胸に入りこむと，自信を失わ  

せることになる。ヴェルテルは満足と自信の得られぬことを嘆き13），苦痛の余りTage16hner  

「日庸人」14）になりたいとさえ言っている。クツソーも完全欲が硬く，又自信欠除のため，作  

品を始め何事も完成することができない。彼は明らかに理想主義者である。人間を無限に発展  

させ，豊かにさせる筈の完全への欲求が，却って彼を不幸と絶望のどん庇へ追いやるのであ  

る。彼の信条「好きなことなら何をしても構わぬ」は例えば食事にもあらわれ，その不節制で  

健康を害することになる15）。彼ほ又自ら「病的な不器用人」，「思いあがった高慢心」，「度はずれ  

12）”Faust“Ⅱ．11453fF．  

13）”Werther“S・60・Am20・Oktober1771．「何だって．／他の者ほ少しばかりの力量と才能でい   

い気になって，得々とぼくの前でしやべりたてて歩きまわっているのに，ぼくは自分の力量と天分   

に絶望しているのか。私にこれだけのものをすっかりくだすった親切な神様，なぜあなたはその半   

分を差しひかえて，自信と満足とを与えて下さらなかったのですか。」  

14）”Werther“S・53．Am22．August．「自分自身というものがなくなると，何もかも欠陥だらけ   

だ。誓って言うが，ぼくほ屡々日備になりたいと願う。そしたら，せめて朝日がさめた時，その一   

日のあてと衝動と希望が持てるだろう。」  

15）GoethesWerke（HamburgerAusgabe）Bd．5．”TorquatoTasso“2890fE．（実書捷郎訳岩波   

文庫）「薬味だの，甘いものだの，強い酒だのを次から次へとせかせかとのみくだします。そうし   

ておいて，気がめいるとか，血がさわぐとか，痛がたかぷって困るとか泣言を申しては，自然や運   

命をののしるのでございます。」   
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の神経過敏」の持主と述べている。   

彼ほいわゆる非社交型に属するが，これは気が弱い等という心理的原因の他に，彼が抱く理  

想主義的信条の故に，他人の欠点が容易に目につき易く，滅多に理想的な意気投合の可能な相  

手を見出すことが困難なことも大きな理由であろう。公爵は彼が人間を誤解し，疑うのは，彼  

が人間を識らず，そのため恐れ避けるからだと言い，アソトニオは彼の病的原因を不節制な日  

常生活に帰し，その生活が重苦しい夢を呼び起すように，遂には白昼でさえ夢みる原因とな  

る，と説明している。では次に，タヅソーが白昼いかなる重苦しい夢をみたかをみることにし  

よう。  

ⅠⅠ・EntwieklⅥng展開   

戯曲はBlankvers（抑揚格5脚の無韻詩句）で善かれている。その言語の驚異的なすばら  

しさは，日常の言語より一層明晰で，口調がよく，けだかく，ゲーテの言語の頂点を示すもの  

であると異論なく絶讃されている。自然そのものでありながら，同時に，この世のものとは思  

われないようなこの上なく高貴な調和ほBach や Mozart の音楽を感じさせる。事実 A．  

SchweitzerはBach の音楽との血縁関係を認めている16）。又 H．R．Schweizer はこの  

別ankversが「タヅソー」の言語に束縛とならず，これのみが適当なものに思われると述べ，  

最初の詩句   

I）u siehst michlachelnd an，Eleonore，1  

Und siehst dich selber an undlachelst wieder．  

（私を眺めてにこにこしていらっしやるのね，エレオノーレさん。そうして御自分を眺めては  

又にこにこなさるのね。）   

について，「どの詩句もいわば呼吸している。どの語もそれ自体の中で休息している。」と  

説明している17）。しかしここでほ，これ以上文体論的究明には立入らない。   

戯曲は2人の女性，公女とレオノーレの会話で始まるが，ここで彼女等のタヅソ一に対する  

愛，芸術と精神の意義と役割に対する肯定的解答が示されている。レオノーレの次の言葉は，  

彼の非現実的態度と夢想的性格を詩的に，憧憬的に物語っている。   

「あの人の限ほ殆んど地上に留まることがなく，あの人の耳は自然のかなでる調和を聞き，  

あの人の胸は歴史が差出すもの，生活が授けるものを即座に喜んで受け容れます。あの人の心  

は遠く散っているものを寄せ集め，あの人の感情は命のないものに命を吹きこみます。私達の  

陳腐だと思っていたものが，度々あの人の手で貴いものになり，私達の珍重していたものが，  

あの人にあうと無価値になってしまいます。そういう独得の玄妙な世界をさまよいながら，あ  

のすばらしい人は私達をひきつけて，共にさまよいたい，心をわかち合いたいという気持をお  

こさせるのです。近づいてくると見えながら相変らずへだたっていますし，こちらを見つめて  

いるように見えても，実は私達の代りにふしぎな幻影が限に見えているのでしよう。」（156fF．）   

これに対して公爵はクッソーの性格を否定的にみる。前者は後者の非社交性や中々完成され  

16）A・Schweitzer：GoethevierRedenS．72．「通例彼の文のリズムは詩句のリズムと一致しません。  

両者は緊張関係を保っております。その点でほ一種の血縁関係が彼とバッハの問にあります。即ち，  

バッハにおいては主題は拍節のリズムやアクセントにあわせて考え出されたのでほなく，自分自身  

の道を歩んでいるのであります。ゲーテにおいては，文が韻律形式に対して内面的な独立を保って  

いるため，彼の詩句は一種の高次の散文のような感じを与えます。それが彼の詩句に驚嘆すべき自  

然さと気高さを賦与しているのであります。」  
17）H・R・Schweizer：”Goetheund dasProblemder Sprache“S．87．   
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ぬ詩作等を非難する。「才能ほ静かな境地で築かれてゆくが，人格ほ浮世の波にもまれながら  

築かれる」”einTalent bildet sichin derStille，Sichein Charakterin dem Strom der  

Welt．“302f．）ので，彼が孤独の世界から出て実世間から感化を受けることを勧告する。  

クツソーの作品に与えられた花冠ほ，芸術と精神の防利を示す明白な印であり，本来ならば  

彼は当然この栄誉を誇りと自信を以って喜ぶべき筈である。然るに彼はこの美しい重荷（二重  

の意味で）に堪え切れないと言って受けるのをちゅうちょしている。”Ich bin nicht wert，  

dieKahlungzuempfinden，die nurum Heldenstirnen wehen soll・“（その涼風は英雄  

の領のみを洗うべきで，私にはそれを感じるだけの価値はありません。）（497f・）行為の代表  

者，英雄にコソプレックスを感じ，秘かに没落を予感している。ここに彼の挫折の最も根源的な  

根拠があり，自らこれを招く精神的状況を明らかにしている。今後発生する二つの外面的事件  

ではなく，本質的にはこのタッソー自身にある問題性が彼を挫折せしめたと言えるであろう。  

ここでは（Ⅰ．3）又，彼がこの表彰を余りにも真剣に受け取り過ぎると，とがめることもできよ  

う。感激し恍惚となったタッソーが，英雄と詩人が美しく結ばれた楽園を空想する場面で，彼  

独特のVision（幻影）が一創作への前段階と考えられる一最初の頂点に達する。   

アソトニオの言葉は，その世界がクッソーの世界といかにへだたっているかを如実に示して  

いる。例えば，erfahren（経験する），dienen（仕える），nutZen（利用する），tatig（活動的）  

wacker（勇敢な），klug（賢明な），abgemessen（慎重な），Dienst（奉仕），Ziel，Zweck  

（目的），Vorteil（利益），P且ichten（義務）、更に彼のアリオスト評M”Zufriedenheit，  

ErfahrungundVerstand und Geisteskraft，Geschmackund reinerSinn fars wahre  
Gute，“（満足と経験と悟性と精神力と趣味とそしてまことの善に対する純粋な感覚と）（716乱）   

但し，このアリオスト評によってアソトニオも又芸術を理解する老であることが知られ，注  

目に価する。行為と政治の世界に属する人間は，芸術をGregor教皇のように効用的，実利  

的観点より眺める。   

「学問は実益ある限り，国家を統治すること，諸国民を知ることを教える限り，これを敬っ  

ておられます。芸術は装飾となる限り，ローマを讃仰し，宮殿や寺院を地上のさん然たる傑作  

となす限り，これを重んじておられます。」（665軋）   

かくして，第1幕はクツソーの性格や彼の宮廷における位置を明らかにし，彼と公女との親  

密な関係，アソトニオとの衝突の崩芽を秘かに示しつつ幕を閉じる。   

第2幕は第1のモチーフ，タヅソーの公女への愛情の展開を以って始まる。クツソーは公女  

に彼の最も深い苦悩，掛こアソトニオとの出会いによって触発された悩みを告白する。それは  

行為と英雄の世界に対する希望なき憧憬である。詩人と精神の無力さを認識することによって  

生ずる悲劇的感情である。彼が鮮やかに措く過去のフェララの祭典は，当時の痛ましいショッ  

クがいかに彼の心の奥深く根を張っているかを感じさせる。こうして，精神と行為，詩人と英  

雄を結合したいという欲求，換言すれば彼の2つの魂の結合に対する切望，他方これを不可能  

にする痛ましい現実とがテーゼとアソチテーゼのように交互に展開される。彼の完全な人格と  

いう理想に対して，公女はsittliche Entsagung（道徳的諦念）をたてる。彼女は彼に詩人で  

満足せよと忠告する。   

「ぁなたを守っている小さな国家の中から，ちょうど岸辺から見るように，世界の荒々しい  

流れを静かに見守ることで満足なさいまし。」（808仔・）   

彼女は具体的方法として他の世界に嫉妬することなく，アントニオと友情を結ぶことを彼に   
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切願するが，これほ公女による詩と行為の綜合である。これに対し，彼は不可能を予感しつづ  

も忠告に従うことに決意する。   

この2人の会話で彼等の愛情，掛こタッソーの愛慕の情がつのる。彼女によって再び活気を  

取り戻し，その感激は最後には，5幕4場の致命的な瞬間に現われたのと殆んど同じ位の情熱  

にまで達する。   

さて，クツソ←ほ高揚した調子でアソトニオに「ためらうことなく手も心もさしのべ」友情  

を求める。これに対して，アソト主オは年下の青二才が－一彼の意見では身分不相応に一月  

桂冠と婦人の寵愛を得ていることに嫉妬を感じ，容易に詩人の願いを聞き入れようとしない。  

タヅソrの自己せんさく癖に対する批判ほ，両者の対照的な性格を知る鍵であり，ゲーテが常  

に強調する叡智18）でもある。   

「自分のことに没頭するのほ，それで利益がありさえすれば，′さぞおもしろいことだろう  

が，内省するだけでほいかなる人間も自己の本体を会得することほ難しい。それは自分の尺度  

で自分を過小に測ったり，残念ながら屡々過大に測ったりするからだ。人間ほ人間と交わって  

のみ自己を会得する。実生活だけが各人にその本来の面目を教える。」（1237鼠）   

クッソーはこの要求は公女の願いなので当然受け容れるべきだと断固として繰り返しアソ1  

ニオに迫るが，後者は痛烈な皮肉で答えるばかりである。激怒したクツソーは身も場所も忘れ  

て抜剣し宮廷の綻を破るに至る。かくして「自由な精神」，「高貴な人間」，「魂の気高さ」を標  

模するタッソーは，相手の立場を理解するゆとりもなく，余りにも性急な情熱によって，人間  
●●●●●●●●●●●■●●●●  

的欠点ほ持っているが，冷静なアソトニオの前に敗北する。この際最も重要なことは，両者の  

うちどちらが争いの動挽を作ったかでほなく，タヅソーが内面的倫理感を重視する余り，宮廷  

の掟の重要性を全然認識していないし，今後も認識に達しないということにある。彼は自己の  

主張の容れられぬ現実の前で，由緒ある剣も先程の花冠も投げ出してしまう。ここにも彼の情  

熱的な極端な性格が現われる。公爵もアントニオもこれを無意味な大げさな態度としかみなし  

ていないが，彼の激しい絶望は正当な意味を持っている。即ち彼の生の意味はここではすっか  

り失われており，最後の破局を予感しているのである。   

公爵とアントニオとの会話は，タッソーの言分が殆んど認められていないことを明らかにし  

ており，アソトニオの次のタヅソ←批判は，後者の宮廷における真の位置を容赦なく示すもの  

である。   

「あの弱輩が何を妄想しておりますやら。おのれの値打と運命をなんと大げさに思い描いて  

おりますことか。料簡もせまく世間みずのこととて，若い老ほおのれこそただ独り選びぬかれ  

た人物と思いこみ，相手かまわずどんなことでもしでかします。」（1599乱）   

公爵はアソトニオに未熟な子供に対するようにクッソーと和解し、後者を社会的に適応性の  

ある人問に導くよう命ずる。かくしてタッソーを個性的詩人より人格を有する市民に発展せし  

める契機が外部より彼に加えられることになる。   

第3幕は，自らの試みの不成功を予感し，不安にしめつけられている胸の内を吐露する公女  

の独自で始まる。彼女とレオノーレとの会話は両者の性格の相異を明らかにし，公女の高貴な  

性格が現実に対して脆弱さを暴露する一方，レオノーレの磯智に富み，利己的な言動が威力を  

発揮することによって，クッソーの運命に働きかける。純粋な魂が苛酷な現実の前で無力を示  

18）”WertherりS．60Am20．Oktober1771．   
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すこの悲劇は，多分にクツソトの悲劇との類似性を感じさせる。しかし彼女は自己の欠点を認  

識しており，不幸と幻滅の体験から重要な人生の智恵である諦念の姿勢を獲得している。これ  

ほグッソ一に欠けているものである。   

「どんなに美しい幸福でも，持ったと思って安心しきってさえいなければ，それを失った時  

の辛さは半分ですみます。」（1779f．）   

「幸福というものはあるのでしよう。しかし私達はそれを見知ってはいません。見知ってほ  

いるのでしようが，それを尊重することを知らないのです。」（1912f．）   

公女は彼女にとって「純粋な真実の宝」，クツソーを失い，絶望的な気持で彼を火にたとえ，  

次のように語っている。   

「美しいもの，すぐれたものは熔と同じように，怖ろしいものです。火ほかまどで燃えてい  

る間は，はんとに立派な役に立ちますし，松明になって輝いている間は実に見事で，誰でも大  

事にしますし，是非必要なものですけれど，うっかりしてずんずん燃えひろがろうものなら，  

どんなわざわいを引きおこすか知れません。」（1840軋）   

デモーニッシュな衝動が，一方では芸術創造となって美に結晶したり，同じ力が現にクツソ  

ーが陥っている自己破壊的な危険な情熱を生み出す事情が，実に巧妙な比喩で語られている。   

レオノーレも又公爵やアントニオの芸術観と似て，その効用性に専ら目を向けているが，う  

つろいやすいものを不滅にする偉大なものであることも識っており，その限りでタヅソーを詩  

人としては高く評価している。   

レオノーレがその意図をアソトニオに説得する場面において，クツソーの詩人及び人間とし  

ての弱点が容赦なく姐上にあげられる。外交官アントニオの目から見れば，クッソーは単なる  

怠け者（Miissigganger）に過ぎず，前者の骨の折れる仕事に比べれば，後者の芸術活動は「遊  

び」にしかうつらない。アソトニオの詩人に対する嫉妬の原因である，後者の月桂冠と婦人の  

寵愛も，レオノーレはごくささやかなものに過ぎないと言う。つまり月桂冠ほタッソーの芸術  

の人の心に与えるつかみ所のない漠然とした功績に対する印であり，婦人の寵愛は彼が生活上  

不便を感じているので，彼女達が不憫に思ってさしのべている援助と世話に過ぎない。彼女達  

は，彼のふしだらで不調和な生活や子供っぽい未熟さに対して母親の如き立場から色々忠告し、  

もっと自らを楽しむように彼を教化することを願っている。彼女がこのように女性らしく，た  

だクツソーの表面的な生活上のあれこれをこまかく観察しているのに反して，アソトニオはか  

かる悲劇の根源を明白に語っている。彼ほタッソ一にファウスト的認識衝動を見，このような  

非人間的努力が自己自身を苦しめるばかりか，他人をも巻きぞえにすると非難している。アソ  

トニオの最も恐れるのは，タヅソーがそのあくなき自己主義と激烈な情熱により，宮廷の秩序  

を破壊することであり，従って彼の任務ほ宮廷の平和と秩序を維持するため，クッソーと和解  

することであり，この基本線ほ後者との衝突前後を通じて変化していない。   

さて公爵の命令により，幽閉されたクツソーは，月桂冠による歓喜と幸福の絶頂から，アソ  

トニオとの衝突による監禁で一瞬にして苦悩と不幸のどん底に落されるという激しい運命の変  

転にあい，この事件をふりかえり，現在のみじめさを痛感し，呆然として未来の道を晴中模索  

する。この静かな自省の時に，彼に全然罪の意識がないことが問題である。この誤まれる自己  

絶対視が，彼を「罪なくして」悲境に陥し入れたアントニオや公爵のみならず，周囲の誰かれ  

をも信じさせないようにする。彼はもう一生の運命が永久に終ったように感じており，いかに  

も大げさに見える。が，これほ詩人的直観の鋭さともとれよう，彼には公女だけが一すじの光   
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明として残っているに過ぎない。所で彼ほ，彼女との愛がこの「現実」を改善する力とはなり  

得ないことを認識していない。かくして以上のグッソーの独自は，政治家との掟携という挫折  

した幻影と，公女との愛一束だ可能性の残された幻影を橋渡しする。  

仲裁役のレオノーレとクツソ一間の会話は（Ⅳ．2），後者とアソトニオの関係を再び明確に  

浮かび上らせていること，詩人の公女観を変更せしめる契機を与える点で重要である。この場  

におけるクッソーのアソトニオ批判ほ，既にみた3幕4場におけるアソトニオのクッソー批判  

と丁度表裏の関係をなすものである。グッソーはアソトニオの巨匠ぶった高慢な態度を非難す  

る。又彼は後者がどうしても所有できない唯一のもの，即ちタヅソーの詩才を激しく憎悪して  

いると述べているが，レオノーレが否定しているにも拘らず，これほ事実である。一方クツソ  

ーはアソトニオのように掛こ政治的方面で宮廷で重視されていないことに不満を感じている。  

つまり両者は相互に欠けている領域を憧れている。この場合，芸術はアソトニオにとって不可  

欠のものではなく，二次的な意味しか持っていないが，タヅソ一にとってほ栄光をもたらすと  

共に，その存在の根抵をゆるがすことになる決定的な重大性を持つ。タヅソーは何もかも暗黒  

に見える憂愁の中で，宮廷では無用の長物に過ぎず，自己を全くのアウトサイダーとみなす。  

彼ほ皆が自分をそねんでいると思い込み，頭中の「異様な織物」は，自閉的世界の中で益々強固  

に編まれてゆく。ここにほ精神病とされている被害妄想，特にその中の関係妄想や追跡妄想19）  

が明らかに看取される。   

これは次の第3場のクッソーの独自にも歴然と見られる。アントニオはクッソーのみならず  

公爵をも欺く詐欺漠となり，レオノーレは敵方の道具としかみていない。後者ゐ計画は（1716  

且，2414乱）利己的であると同時に好意もある動機から出たものだった。所が2520行より始ま  

る彼の独自20）は，これとは全く無関係の被害妄想を展開している。終にはレオノーレの言葉を  

不利に誤解して，公女も懐疑の対象となってしまう。かくして，宮廷における存在意義を全く  

失ったタッツーは当地を去る決意をする。   

次の第4場で公爵の命を受けたアソトニオが登場し，タヅソ一にその非をわび，和解を申し  

込む。前者はすっかり冷静さを取り戻し，誠意を以てクツソ一に語りかけているのに反し，後  

者は第5場での独自で分るようにこれを単なる形式的擬装としか思っていない。   

「ァソトニオはおれを追払おうとしているくせに，おれを放逐すると思われるのがいやなの  

だ。」（2750f．）公爵やアソトニオの真意を理解しないばかりか，専ら利己的なローマ行きの計  

画を強硬に押し通す。この独自にも様々の被害妄想がみられるが，特に病的な特徴を示すと考  

えられるのは次の言葉である。   

「他の連中には常に誠実な確乎たる態度を示す一人一人の人間が，ただおれに対してだけ変  

ってしまう。・ほんの些細なきっかけで一瞬のうちにわけなく変ってしまう。これがおれの運命  

なのだ。」（2776軋）  

19）Heinemann：Goethe大野俊一訳「ゲpテ伝」Ⅱ 岩波文庫S・276・   

「専門家の証明してくれたところでは，ゲーテが最後の幕で措いているクツソーは不治の狂人で   

あるという。」とあるが，クッソーの独自の至る所に見られるWahn（妄想）は，何れもこの追跡妄   

想であると考えられる。  

20）「ところでなぜフロレンツなのか，いや，よく分っているぞ。あそこには新しいメヂチ家が君臨   

していてフェララでは公然の敵対関係にはないというものの，ひそかなねたみが冷たい手で2人の   

領主を離間し続けている。もしおれが彼地で多分そうなりそうだが，諸侯から優遇の貴いしるしを授   

かるとすれば，さっそくあの廷臣ほおれの忠誠と報恩の念とが疑われるように仕組むことと思う。」   
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孤独な状態ではこのような妄想は雲の如く次から次へとあふれ出て，疑惑と苦悩が頂点に達  

すると，際限のない無力感と絶望感におそわれる。   

「そうだ。この言葉21） 。それは運命の結論の如くすっかり書き埋められた苦悩の目録の青銅  

の縁の所へ最後に刻みこまれるのだ。さてこれでおそれの仇敵どもはいよいよ強く，おれは力  

という力をことごとく永久に奪われてしまった。」（2815fF．）   

公爵と，クッソーの旅行計画を中止させることのできなかったアソトニオとの会話が，最後  

の幕を切って落とす。ここでクッソーの詩人としての有用性と人間としての未熟さと病的特徴  

とが，又もや戯曲の進行をおくらせるような長談義夙に，こまごまと繰り返し指摘されてい  

る。詩人ほ自らを無用の長物祝したが，罰された現在でも公爵にとっては依然として貴重な宝  

となっている。   

「およそ詩歌の声を耳に入れぬような老ほ，たとえどんな人間だろうと野蛮人だ。…・臣下  

としてのあの男を誇りと 

クッソ【は過去においても，色々迫害を受けたと思い込んだが，どれも皆実際には根拠がな  

かった。が，彼は安心することができない。「かかる人間から喜びを御期待なさるお積りでし  

ようか。」（2934）という言葉には「天才」の有する不思議な働きを懐い出させられる。例えば絶  

えず人間的な苦悩の中から限りなき感動と喜びを与えてくれる音楽を創造したBeethovenや  

その他のいわゆる天才群に対して同じくこの疑問が投げられるのではなかろうか。   

タッソーほ貧しい貴族から気高い君主により廷臣に選ばれ，その上信任と寵遇を受け，具つ  

既に祖国によって認められ嘱望されているというこの上ない名誉－3重の幸福を獲得した。客  

観的に見れば満足すべき立場にあるにも拘わらず，既に触れたように，自己自身とその生活に  

満足し，平安を見出すことほ最も不得意とする所である。   

次の第2場で彼は暇乞いをするため，公爵の許に姿を現わす。彼は昼となく夜となく休みな  

く思考と詩作の衝動に突き動かされる自己を蚕にたとえる。   

「蚕が糸を出し続けて既に死に近づいている時，蚕に向って糸を出すなと命じてごらんなさ  

いまし。見事な織物をからだの奥の奥から放り出して，自分の枢の中に自分を包み込んでしま  

うまで，蚕ほ糸を出すことを止めません。」（3083乱）   

芸術作品という頭中の織物によって，彼はこの世の楽しみを2倍してみせてくれるが，公爵  

は他人より10倍も豊富な彼自身の生活を尊重せよと忠告している。この親身な声は彼にどのよ  

うに響いただろうか？   

「さっきのを聞いたろう。あれほ殿自身のお気持でもなく，殿自身のお言葉でもなかった。  

どうもアントニオの声ばかり響いているような気がした。おお，気をつけろよ。今にその声が  

絶え間なく四方八方から聞こえてくるぞ。」（3101fF．）   

クッソーの受けた傷がいかに深い内奥に達しているか，又幻聴を聞く寸前の状態になってい  

ることが明瞭に看取される。   

このように徹底的に自閉的な被害妄想的世界に落ち込んだタヅソーの視野に公女の姿が入っ  

21）次の言葉を指す。   
2792．Ja，allesfliehtmich nun．Auch du！Auch du！  

（そうだ，今ほ誰でも彼でも私から逃げ出す。あなたまでが。あなたまでが。）   

2812．・‥・・auCh sie！auch sie！  

（彼女も，彼女までも。）   
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て来て，第1のテーマがその頂点に達する。彼女を見るや彼のこり固まった忽漕と清疑心が急  

にはぐれて来て，苦痛となっていく過程で，彼の内面分裂が明らかとなると共に，抑圧された  

彼女に対する恋愛がいかに消し難く根深いものであるかが看取される。先ず彼は自作を完成す  

るための旅行を打ち明けるが，その際のVision（ヴィジョソ）は注目に値する。3140行より始  

まる旅の情景は，現に旅しているかのように生々しく視覚的である。過去に鋭く観察された対  

象が彼の眼前にそのまま浮かんでいるようにみえる。更に3190行より始まるさびれた離宮の描  

写でほ，彼自身が庭師と一体となっているかのようにこまかな点までスケッチしている。この  

ような豊かな想像力と造形力とがすばらしい芸術を創造するであろうことは，容易に納得でき  

る所である。このようなクツソーの苦痛と憤感多き現実からの未来への逃避に対して，公女は  

絶望に近い気持でなおも繰り返し同情の手をさしのべる。ここで，彼女のクッソ一に対する愛  

情ほ常に公爵の妹であるという立場を離れることがなく，太陽のように激しく燃え上るような  

ものではなく，月光のような冷静さが感じられる。然るに「我に戻った」クツソーはこの愛情  

に熱っばさを感じ，次第に感激詞となり，彼女を天使と呼び，今まで抑制されていた彼の根本  

的感情，熱情がせきを切った享うに奔流する。かくして底なしの激情のままに彼はさながら哀  

れな蛾のように彼を焼死にさせる灯，唯一の信頼し得る対象である公女の胸に飛び込む。宮廷  

の戒律の無視とじゆうりんを意味する公女の抱擁，幸福の絶頂一劇の最大のクライマックスー  

の次の瞬間に窮地に陥った自己を見出す。今や彼は公女の愛情を失ったばかりではなく，宮延  

における存在の意義も全く奪われてしまった。生の羽を焼かれた蛾はその日標から力なく落下  

せざるを得ないのである。  

ⅠⅠⅠ．Epilog 挫折と諦念   

幸福と希望の絶頂から再び元の不幸と絶望のどん底へ突き落された決定的瞬間が過ぎ去ると，  

呆然とした彼の眼前に公爵の命を受けて彼を描縛せんとしているアソトニオの姿が浮かんでく  

る。かくして，クッソーの現在の真の状況と未来の運命をめぐる2人の会話が戯曲の最後の場  

面となる。我々ほ先ず，彼等の言葉を注意深く聞き，これについての解釈を示した後，諸家の  

色々な解釈を考察しよう。このようにして，屡々研究者を解釈の多様性で苦しめてきた戯曲の  

終局をより明確に理解することが，この論文の結論につながる。   

§1終 局   

さて，アソトニオほこの事件を「全く思いもよらぬ途方もない事件」と評し比べようにも比  

べるものがないと言う。これはタッソーの抑制を失った愛欲とも，狂気の発作を見た恐怖とも，  

又安全と思われた宮廷の秩序が突然犯された驚愕とも考えられよう。タッソーの悲劇を（1）理  

念的にとらえるか（2）病理学的に性格悲劇としてとらえるか（3）社会学的にとらえるか，  

によって何れかにアクセソトが置かれる。この間題だ桝こついて言えば，アソトニオの言葉は  

どれも暗示していると考えられるので，この3種のものを漠然と含めることができよう。   

タヅソーはのっぴきならぬ存在のギリギリの地点に追いつめられ，自暴自棄となって心の奥  

底に深く沈澱していたあらゆる絶望，嫌悪，不満を思う存分さらけ出す。彼のこれまでの確信即  

ち被害妄想が最も鮮明に浮かび出る。公爵は不正不義を働く暴君であり，アソトニオはその重  

宝な手先となり，彼自身は鎖につながれた奴隷に過ぎない。プラトニックな愛情の対象だった  

公女ほ売女となり，レオノーレは下劣なずるがしこい取持ち女とののしられる。彼のずたずた  

に切り裂かれた内面からは，外の現実，具体的にほ以上の4人に対しても彼を窮地に追いつめ  

たものとして，否定的な嘲笑的言辞しか出ざるを得ない。ここに一つの問題が考えられる。つ   
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まり，彼がこのような破局を迎えたのは，又このような重苦しい被害妄想を抱くに至ったのは，  

ただ彼だけの責任だったのであろうか，先ず公女との愛という第1のテーマについて考えてみ  

よう。彼女は彼が彼女から離れそうになると自分にひきよせようとし，彼が真剣になるとみる  

や抑制と諦念を説得し，彼の愛をある一線を引いて巧みにもてあそぶことがなかったであろう  

か？この場合，彼女は彼を心理的に誘惑したと言えるのではなかろうか？ 次にアソ寸ニオと  

の衝突という第2のテーマについては，非は心理的にはアソトニオにあることは明らかであっ  

た。詩人特有の鋭い感受性の持主クッソーは，このような外部からの心理的圧力にもろくも破  

れたと言えよう22）。かくして第5幕前半はクッソーの妄想の頂点が見られ，容易に解釈し得る。   

然るに後半（3361行以下）においてクッソーが妄想の世界からさめ，アソトニオとの間に彼  

の救済の可能性をめぐる会話が行われる箇所は，次のような理由で読者を惑わせる。  

（1）戯曲「タヅソー」は歴史的実在のクツソー とゲーテ自身の体験が混り合っているという二  

重構造を持っている。そこで我々は戯曲の主人公を直ちに実在のタヅソー又はゲーテ自身とみ  

なすわけにいかず，第一に戯曲に表現された限りのタヅツーに忠実でなければならない。  

（2）タヅソーの台詞自体が救済の可能性と絶望との問を混乱しつつ動揺しており，又アソトニ  

オの言葉は救われる可能性を含んでいる。  

（3）特に3448行以下の最後の台詞があいまいである。   

クッソー自身矛盾に満ちた表白は次の言葉に明らかである。  

（a）「私はもしかすると治るかも知れない。いやだめだ。私ほ排斥され追放されている…・」  

（3398f．）（Vielleicht genes‘ich wieder．）  

（b）「私ほ虚無にすっかり虚無忙なってしまったのでしようか。いや，一切はまだ残ってい  

る。しかも私ほ虚無だ。」（3415ff．）（Binich Nichts，Ganz Nichts geworden？Nein，eS  

ist alles da，undich bin nichts．）  

（c）「いや，一切ほ過ぎ去った。残ったものはただ一つだ。」（3426f．）   

クッソーの恐るべき絶望感と挫折感に対してアソトニオは次のように励ます。  

（a）「あなたは自分で信じておられる程みじめではないのですよ。元気をお出しなさい。あな  

たはあんまり自分に負け過ぎますぞ。」（3405ff．）  

（b）「あなた自身を失ったように思うのなら，他人と自分を比較してごらんなさい。自分の値  

打をお悟りなさい。」（3419f．）   

タヅソーの謎めいた言葉の鍵となるものは，この決定的な拒摘に対する次の解答であり，こ  

れこそ我々の疑問に答える確答である。   

「残ったものほただ一つです。それは自然が授けてくれた涙です。・‥・そして私にほ特別に  

深い廉い窮迫のすべてを訴えるべく，旋律と美しい表現とを自然が苦痛の中に残してくれま  

した。そして人間は苦痛におそわれると沈黙するものなのに私には或る神が，自己の悩みを言  

い表わす力を授けてくれたのです。「（3426且）   

つまり「まだ残っている一切」とは彼の詩才であり，こ叫によって彼の絶望感は「もしかす  

ると治るかも知れない。」しかしこの芸術創造によって追放された現実を再び変えることは「だ  

め」であり，従って彼は「虚無」となってしまった。   

最初に「タッソー」の問題を内面及び外面分裂にはっきり区分して考えたのは，このような  

22）E．Ludwigほ”GoetheりS．266でアソトニオも公女も，タヅソーの没落を溶いた罪ありとし，タ   

ーリソーのたどった道が無理もないと述べている。   



小  林  健  祐  78  

複雑な終局を明確に説明するためでもあった。即ち彼の詩才によって，心理的にはいわゆるカ  

タルシスによって，これまでにみたような彼の内面的苦悩ほ浄化され，「救い」の境地に近づ  

くことができるも知れないが，外面的な問題即ち宮廷やこれに属する人々との関係は，もは  

や変更することほ困難であろう，更にこの事情は次のように説明できる。タッソーは原理  

（Prinzip）の上では，言葉（Wort）の上では，その才能によって精神的調和をもたらし，みじ  

めな「現実」と和解できる。しかし彼の現実の生は永久に救われない，と。クツソーが「歴史  

上の実例」（3422行）が役立つと言うのほ，伝記等をひもとき，他人の苦悩に感情移入するこ  

とによって得られる単なる「慰め」の域を出るものでほない。   

彼は自らを波（Welle）にたとえているが，これは絶えずデモーニッシュに動いて止まぬ，  

自己否定的な生成（Werden）を巧みに象徴したものと言えよう。これに対するアソトニオの  

岩（Felsen）はアポロニッシュな自己肯定的存在（Sein）を意味する。岩に激突して飛び散  

った水しぶきは存在の基底を失い，空中高く舞い上った後（＝空想，妄想，詩作），ごつごつ  

して不快な岩に落下さぜるを得ないのである。   

§2．終局に関する諸説   

タッソーの救済に関する諸説を次のように3大別することができる。  

（1）タヅソーはその詩才により現実の生で救われるとする楽観的な解釈  

（2）研究者の主観により種々の観方が可能であるとする解釈  

（3）クッソーは現実の生で救われないとする解釈。   

（前に示した我々の解釈はこれに属する。）  

（1）第1のグルrプに属するのは Albert Zipper，Heinrich Ddntzer，Albert Biels－  

Chowskyである。   

H．Diintzerほ簡単に次のように説明している。   

「彼を幸福にするこの認識で，クツソーの生は救われた。」23）   

どうしてこのような結論に達したのかを知るため，Bielschowskyの見解を詳しく考察して  

みよう。彼はゲーテ自身の芸術に対する高い評価を第一の根拠としていることが分る。   

「ではクツソーは救われ，悲劇的結末が悲劇的でない結末に－しかもただ瞬間てだけでな  

く，永遠に一変えられるだろうか？この間題は大抵肯定されてきたが，我々の考える所では正  

しい。とにかく，これを肯定するような詩人の意見にぶつかる。ゲーテは詩（Poesie）の刀に  

余りにも高い観念を抱き，タヅソーと類似の状態において，始終詩の奇蹟的な魔術（Magie）  

を感じていたので，彼はクッソーの未来を悲劇的な姿で見ることはできなかったであろう。」叫   

更にBielschowskyは有名な例をあげて説明する。ゲrテが後年不幸な愛の情熱から詩に  

ょっていやそうとした時，最初に彼の苦悩を和らげた詩，即ち「マリエソバートの哀歌」に  

「タヅソr」の”Und wenn der Mensch seiner Qualverstummt，gabmir ein Gott，Zu  

sagen，WaSichleide“（人間は苦悩において沈黙するのに，私には神が悩みを表現する力  

を与えてくれた。）という言葉をモットーとしてかかげた，と。「クッソーは詩才により救われ  

たという意見でなかったら，どうして彼はこのようなことをすることができたであろう？」25）   

しかしこれに対しては容易に次のように反駁することができる。「クツソー」の終幕の状況  

23）H．Diintzer：Goethe’sTasso，S・176・  

24）A．Bielschowsky：Goethe，S．484．  
25）ibid．S．484．   
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とゲーテの状況とは共に悲劇的ではあるが，同一の領域にはない。ゲ⊥テの場合はいかに苦悩  

に満ち悲劇的であろうとも，不幸な恋愛からおこった内面的な問題内に止まっているから，違  

法となったタッソーの状況の方がより根源的に悲劇的である。Bielschowsky の次の言費は  

クッソーとゲーテを全く混同26）していることを示すものである。   

「実際的行為を渇望し，望みなき愛を希求するクッソーは死ぬ，詩作にその唯一の幸福を見  

出す新しい変容老が出現する。」27）   

新しい変容老がクツソーでなくゲーテ自身なら正しい意味を持ち得る。タヅソ一に対するア  

ソトニオの非人間的冷い態度を過大視し，アソトニオの本来の意味を誤解したためこのような  

結論に達したと，Bielschowskyのこれ等の一連の解釈を批判することができる。  

（2）第2の立場をイギリスのJohn Firman Coal及び同じく Elizabeth M．Wilkinsonが  

とっている。   

先ず，J．F．Coalは次のように述べている。   

「色々と論ぜられた問題，即ちクッソーは救われるかどうかは，既に十分試みられてきたこ  

とだが，筋の運びからは答えられない。このような試みは実際の所，説明する者の主観的な解  

釈に従って種々様々な解答を導き出すにちがいない。」28）   

次にE．M．Wilkinsonの解釈をみよう。彼女は「タヅソr」のテrマを次のように考えて  

いる。  

（i）表面的に見れば，天才の社会の慣習，礼儀，との争い。  

（ii）深層においては，才能の生に対する不適応。  

（iii）より深層においては，詩人の想像力のその職業に対する関係，彼が経験の素材からその  

芸術作品を彫り刻む方法雪9）。   

この第3のテーマを追求することによって，表現による苦悩の軽減をもたらす詩人のカが理  

解でき，戯曲の結末を正しく解釈する鍵が得られると言っている30）。更に彼女はこれと関連し  

て，クッソpのSelbstgesprach（独語）に現われた「人間」とVision（ヴィジョソ）に現わ  

れた「詩人」とを区別すべきだという重大なヒソナを捷示している。   

「ひとりごとの中で，クッツーほ欺く，ヴィジョソの中で形成する。この差異を見落す老は  

ただ詩的創造の本質を見ることができないばかりではない，ドラマの最後の数行の意味もとる  

ことができず，タッソーの力の真の源泉は彼にほ謎のままである。」3L）   

詩的表現の領域と他の現実的領域とを混同することによって終局を解釈することが困難とな  

るというのは32），我々が既に示した通りである。そこで彼女の結論は次の如くなる。   

「変更される唯一のものは，彼の悲劇的状況に対する態度だけである。従って性質上の変更  

であり，実質的なものではない。そしてこの体験が彼を多分これまで以上に偉大な芸術家にす  

26）E．M．Wilkinson：GoethesTassoS．212．「我々はゲーテの生活について余りにも多く知って   

いるので，このドラマをこの知識より解明しようとしてきた。しかしこれはプラスとなる所か，む   

しろ混乱させる。」  
27）A．Bielschowsky：”Goethe“S．486．  
28））．F．Coal：”GoethesTorquato Tasso，S．251．  
29）E．M．Wilkinson：GoethesTassoS．193．  
30）ibid．S．193．  
31）ibid．S．208．  
32）ibid．S．208A．W．SchlegelやPlatenも同一の誤りをおかしたと述べられている0   
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るだろう33）。…・クッソーとアソトニオが今後仲の良い友人同志になるかどうか，又タッソー  

がこれ以後人間が変って以前よりすぐれた人間になるかどうか等ということほ全く不適当な問  

題である。作品はこれに対していかなる解答も示していないばかりか，このような問題を提起  

すらしていない。」鎚）   

（この後半の文章で，クッソーの将来は不明だとの印象を受け，第2のグループに所属せし  

めたが，「実質的救い」を認めていないので，実質的には次のグループに入るものである。）  

（3）第3のグルrプS5）に属するのは Edwin Zellwecker，Ernst Borkowsky，KarlHein－  

emanIl，Georg Witkowsky，Friedrich Gundorf，Hans B6hm及び EmilStaiger 等で  

ある。このグループは取り上げた数少ない研究者の中でも，当然3つのグループ中最大数を占  

めている。   

E・Zellweckerほ簡潔に次のような解答を与えている。   

「彼の芸術は多分彼に慰めを与えることができようが，救いを与えることはできぬ。」36）   

E・Borkowskyはクッソーとアソトニオの間にへだたりがあるのでクツソーが救われると  

するのは市民的菜観論だときめつけている。   

「精神的破壊は肉体的努力より辛いものである。というのは次のように言うことができよう  

から。－一アソトニオなる岩は空間が両者を離しているので，難破する前に彼を救助すること  

ができない。又Poesie（詩）の神々しい力が詩人をいやし，健康になったクッソーを復活さ  

せるだろうというのは，この戯曲の内面的方向に見られぬ市民的慰めである。」37）   

ここには直観的正しさが見られるが，論理的根拠があいまいで，詩才による救いの真の意味  

がよくつかめなかったこれまでの解釈の弱さが露呈されている38）。   

KHeinemannは特にクッソーの終幕の暴言により彼を専門家の証言つきで「不治の狂人」  

とみなし，歴史的実在のクツソーが精神病院に入れられた事実を引合いに出して次のように結  

論している。   

「しかしこの性格は初めから悲劇的な素質を有する，そしてクツソーがたとえ生きているに  

しても，人間及び詩人としては既に滅んだものである。アソトニオの言葉にある『途方もない  

もの』というのは，公女を抱きしめたということではなくて，クッソーが狂人のように自制力  

を失ったことである。彼にはフェララも公女も永遠に失われたのである。このようなことのあ  

った後で，平生の日程に移るわけにはいかないし，人の勧めるように悠々と作の完成に進むわ  

けにもいかない。クッソーの命は助かった，しかし命だけである。」39）   

ここで問題となるのは詩人としても滅んだという言葉である。 一体Heinemannは劇中の  

タッソーをゲーテ自身から離して，史上のクッソ一に近いものとみている。かなり詳細な「ク  

ッソー論」の中で詩才による救済については一言も触れておらず，この点でかなり片寄った解  

33）ibid．S．213．  

34）ibid．S．212．  

35）ハンブルク版ゲ⊥テ全集第5巻「タヅソー」の註（編集者Josef Kunz）もこれに属する。  

36）E．Zellwecker：Erlhterungen zu Goethes”Torquato Tasso〃S．52．  
37）E．Borkowsky：Goethes und Schillers Dramen，S．109－110．  
38）H．B8hm：Goethe，S．180．  

「この戯曲の結びは，今日に至るまで（即ち1950年まで）おそかれ，クッソ←が救済される  

ものと誤解されてきた。」  
39）K．Heinemann：Goethe．Ⅱ．S．22．   
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繹となちている。 「クツソー」をゲーテに近づけ過ぎた別elschowskyや専ら詩人としての  

「クツソー」の分析に終始したWilkinson と好対照をなしている，と言える。   

G・Witokwskyはゲーテがあいまいな最後の場面を書いた理由を次のように説明してい  

る。   

「これはタヅソーが今後アントニオによって節制に，歌で彼の苦痛が解放に導かれることを  

意味するのであろうか？ゲーテはこのように恐らく考えなかったであろう。歴史上のクッソー  

の没落を伴なった震憾的事件で彼の作品を終らせることを好まなかったに過ぎない。そこで彼  

ほその事件から，可能かも知れぬ救いではなく，主人公の最後の努力に先行する疲億の瞬間に  

目を向けるのである。後にゲーテほ告白した，ただ真の悲劇にとりかかろうとするだけで恐怖  

の念を抱く，又これを試みるだけで破滅するだろうと殆んど確信している，と。悲劇的結末と  

いう震憾的なものを恐れるこの気持から，これまで非常に多くの者を誤解させてきた終末の曲  

折が明らかになる。」4¢）   

「歌で」という箇所に疑問を感じることを除けば，この有力な根拠のある説明は納得でき  

る。   

Gundorfほタッソpの悲劇をヴェルテルの没落と比較し，形而上的に考察する。この解釈  

ほ彼等の没落の本質的意味を明確に示すものである。   

「ヴュルテルが没落する場合，彼の経験的現存在が揚乗せられるだけである。クッソーは同  

時に，彼から彼の価値，世界における彼の意義，香，彼の形而上学的本質が奪われるのを見る  

のである。クツソーの悲劇ほ超越的である。ヴュルテ／レにとって希望が破壊されるに過ぎない  

が，クッソ一にとってほ同時に信仰が破壊される。…・ タヅソーの最後は実際においてイフィ  

ゲーニ ュが運命女神の歌の独自においてひたすら恐れていることである。即ち道義的実存可能  

性が彼に破壊されてしまったのである。そして確かにタッソーはあらゆる点において，特に苦  

悩の点において高められたヴュルテルである。ゲーテは『クツソー』の結び以上に心を震憾さ  

せるものを書かなかった。」41）   

H・B6hmは従来の解釈がタヅソーの救済を認め，誤解してきたと述べているが42），彼自身  

は極めて素朴な説明をしている。   

「しかしクッソーのように短期間に，すっかり取り乱し，フェララの宮廷のような社会から  

自ら追放する老は救われない。」43）   

Staigerは「グッソp」を史上の詩人ともゲ，テ自身とも独立したものとして，作品自体か  

ら解答を見出している。そして我々と全く同じ解釈に達している。つまりタヅソ一にほ詩の髄  

域，美しい幻想の世界は残されているので，その最も深い人間的な苦悩を燃えるような色で措  

くことによって慰めを見出すことはできようが，それは「生」には何の役にも立たぬ。芸術が  

悲壮蓑をたたえる程生との断層が鋭くなり，彼は今まで以上に「死に近づき糸を出し続ける」  

蚕となる。作品の最後の2行44）はクッソーとアソトニオとの肉体的接近を示し，見かけは救済  

40）G．Witkowsky：Goethe，S．240．  
41）F．Gundorf：Goethe，S．324，  

42）註（38）参照  

43）H．BiihⅡl：Goethe，S．180．  

44）3452行 So kla血mertSich der Schifferendlich noch  
Am Felsen fest，an demer scheitern soute．  

（こうして船人ほ，自分を難破させた暗礁に結局はなおすがりつくのです。）   
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につながるようにとれるが，既に“Zu spat！“（おそ過ぎる）のであって”Scheitern“（難破，  

破滅）が作品の最後の語となるのである45）。   

「ヴュルテルは拳銃で自殺する。彼には才能がない，彼の存在は愛の中でだけ燃え上がる。  

高められたヴェルテル，クッソーほ恐らく生を断念できようが，創作の大歓喜は断念しようと  

思わない。彼は自ら愛し，必要とする社会から追い出され，引きずるように前進する。そして  

彼が姿を現わす所で，疑惑と邪推を受け取り，益々内面深く押し戻され，次第に『ゲィルヘル  

ム・マイスチル』の中の竪琴弾きに似て，最後には自らの中で消耗し焼き尽きてしまうような  

奇妙で無気味な魔法使いとなるのである。」46）  

§．3．結語一諦念   

以上詳細にみてきたようにクッソーの生の意義は全く失われた。ここで彼の悲劇を総括し，  

結語としたい。   

我々は先ずクッソーの生の原理を自我主義又は巨人主義と名づけた。この無限の自己主義と  

世界浸透47）を意味する自我主義は，自己以上のカー「神」や「社会」等のカーを認めない場合  

矛盾がおこり ，クッソーは宮廷の掟という外部の力の前で強制的に挫折せしめられたわけであ  

る。このような客観的に厳存する自己以上の力を認識し，与えられた自己とその環境に順応す  

ることが諦念の意味である。クッソ一について言えば，専ら詩作だけに生きがいを見出し，自  

己の内面に精神の王国又は黄金時代を築き上げることを意味するであろう。もう一つ理想的な  

生存様式はクッソーの原理とアソトニオの原理との総合である。しかし，これが完全に実現さ  

れる時はファウストの最後の心境と似たものとなるであろう。  

Zum Augenblicke darft’ich sagen；  

Verweile doch，du bist so sch6n！  

（己は「剰那」に向かって  

「止まれ，お前はいかにも美しいから」と呼びたい。」  （1964．11．23）  
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